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学会動静

1999年度学会報告優秀賞 ・ 奨励賞の 選考経過と授賞理 由

佐 藤 純 一 ・ 川 端 香男里

　第 1次審査で 最終審査の 対象 に ノ ミネー

トさ れ た の は 以 ドの 6氏 の 発 表 で あ っ た

（敬称略 ， 五十音順）。

日 山利信　高等学校 にお け る ロ シ ア 語教育

　 の 現状 と課題

鴻野 わ か 菜　イ リ ヤ ・ カ バ コ フ ー 〈記

　憶〉 の物語

古賀義顕 　現代 ロ シ ア 語の 成節音体系に っ

　 い て

坂 庭淳史　 チ ュ ッ チ ェ フ 『デ ニ ー シ エ

　ヴ ァ
・ シ リーズ 』 に お ける合一

の 変奏

杉谷倫枝　ブ ル ガ ー コ フ の 戯曲
『
偽善者の

　 カ バ ラ 』 に み られ る
1
芸術家の 受難劇 」

鳥 山祐介　デル ジ ャ
ーヴ ィ ン に お ける表象

　 の 様式

　最終審査 の 結果 ， 優秀賞 は古賀氏 に ， 奨

励賞 は坂庭氏 に決 した こ と は ， す で に本年

1月発行の 会報第 10号で 全会 員に お 知 ら

せ した とお りで あ る。なお
， 今回 の 審査 を

担 当 した の は ， 青山太郎 ， 諌早勇
・
， 川端

香男里 ， 桑野隆 ， 佐藤純
一

， 丹辺文彦 ， 沼

野 充義 ， 服部文昭 ， 望月哲男の 9 委員で ，

長野俊
一

委員 は海外出張の た め 審査 に 加わ

らなか っ た。

　 さて ， 今回 の 言語学分野の 発表は 8 編で ，

そ の 対象 は 占 ロ シ ア 語 ，
19世紀 ロ シ ア 語 ，

現代 ロ シ ア 語 ， ポー
ラ ン ド語 ， ラ トヴ ィ ア

語 に及 び ， また ， 記述の レ ベ ル な い し論考

の 領域 は音声学 ， 音韻論 ， 統語論 ， 語用論 ，

対照研 究な ど に 分類 され るが
， 日 山氏 の 発

表 はその い ず れ に も属 さな い ロ シ ア 語教育

の 現状調査報告で あ っ た 。 こ れ を他の 発表

と同列 に 扱 う こ とに つ い て の 疑問は審査の

当初か ら存在 したが ， 発表会場で 高 い 関心

を集め た事実 と ， 発表 そ の も の の 完成度 を

評価す る委 員が 多 く， 最終審査 に含め る こ

と に な っ た 。 な お
，

三 谷 氏 （1989 年度優

秀賞） と ロ ゴ ー ズナ ヤ氏 は 予め 選考対象外

とな っ て い た 。

　最終審査 で は， まず， 臼 LIJ報告の 評価 と

取扱い に つ い て 議論が あ っ た 。 臼山報告は

調査の 規模 と精度に お い て 優れ ， 多 くの 会

員の 関心 を集め た 事実 は評価す べ き だ が
，

学問研究の 成果 とは 言い が た く， 性質が 違

い す ぎるの で今回 の 授賞の 対象か ら除外す

る とい う結論 とな っ た 。 同氏 は 93 年度 に

奨励賞 を受賞 し優れ た 研究者 と して の 実績

を認 め られ て い るの で ， 今回の 報告に つ い

て は こ の 決定を了承 され る よう希望する 、

　優秀賞の 占賀氏の 報告 は ， R 本の ロ シ ア

語研究史上特筆す べ き業績 と評価す る。古

賀氏 は今回の報告で ， ロ シ ア語 の母 音体系

の 構造的解釈 と い う音韻論 の 核心 問題 に 正

面か ら取 り組み
， 定説の 批判 ・ 再吟味の 上

に新 しい 独 自の仮説の 構築 を試 み たが
， 精

密な観察 と深 い 考察 を反 映 した論証 の 過程

は極 め て 明快で 説得力が あ り，結論の 主要

点は 近い 将来ぜ ひ国 際的な討論 の場 に提出

され る べ き もの と思 う 。
ロ シ ア語 を は じめ

多 くの 言語で
， 音節初めの位置 の母音が 喉

頭閉鎖 を伴 う こ とは よ く知 られ た事実で あ

る が ， 古賀氏 は そ れ を ［i］の 解釈 に も適
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用 し喉頭閉鎖音素 の硬 ・軟の 対立 を導 入 す

るア イデア に よ っ て， 従来の 解釈 の多 くの

不整合性や矛盾を克服で きる こ とを指摘 し

て い る 。 故服部四 郎教授 の 音韻論研究 の 伝

統 に連 な る 日本 の 若い 研究者 の こ の新 しい

提案 は， 世界の 専門家の 注 目を集め る もの

と期待 され る。 なお ， M ．　B ，　naHOB の 著作

へ の 言及が な い との 指摘が 委 員の
一

部に

あ っ た
。 結論 に影響は なか っ た もの と判断

され るが
， 最終的な論述の 中 に は 含め る べ

き もの と思 うの で と くに 付言す る 。

　文学 ・文化分野 の 発表 の 対 象は文学 プ ロ

パ ーの領域か ら ， 宗教 ・ 芸術 ・ 思想 ・ 祝祭

研究 と幅 広 く， ま た 200 年祭 に ち な ん で

プー シ キ ン 関係の 発表が 5編あっ た こ と も

印象に 残 っ た 。 た だ ，
い ず れ も周辺 的問 題

を取 り扱 っ て い て ， 日本 の プーシ キ ン研究

を さらに推 し進 め る よ うな レ ベ ル の もの が

なか っ た こ とは残念 で あっ た 。

　最終審査に 残 っ た 4 編は
，

どれ も優劣 の

つ けが た い す ぐれた報告で あ っ た 。
い ずれ

も， よ り大 きな文化的思想的芸術的ある い

は様式史的背景 との 関連 を さ ぐりな が ら ，

作品の 本質 を明 らか に しよ う としてい る と

こ ろ に 見る べ き点が あ っ た よ うに思 う 。 鴻

野氏 の 報告は ， 現在 も活動 を続 けて い る前

衛芸術家カ バ コ フ と真正面か ら取 り組んで

い て ， か つ て受賞した こ との あ る報告者の

資質の 新た な側面 を明 らか に した点で 注 目

す べ き業績 で あっ た 。 杉谷氏の ブ ル ガー コ

フ に 関す る報告は ，

『
巨匠 と マ ル ガ リー タ 』

の 巨匠を頂点 とす る ，

「受難者 と して の 芸

術家 」 タ イプ の形成 の ヒで重要な意味 を も

つ 作品 と して
『
偽善者 の カ バ ラ 』 を分析 し ，

ル イ 14世 時代 の モ リエ
ール

， ス ター リン

時代の芸術 家 との 重ね 合わ せ と，
ブ ル ガー

コ フ の戯 曲に 導入 され た
「 ヴ ェ ル テ プ 」 構

造の 重合性の 連関を見事 に 解明 して い る 。

鳥 山氏 の 報告は ， デル ジ ャ
ーヴ ィ ン と い う

18世紀 ロ シ ア 文学の 代表的作家 に 正 攻 法

で 取 り組んだ とい う と こ ろに第
一

の 意味が

あ るが ，加 えて 時代様式 と作品の 関係 とい

う大 きな テーマ を扱 っ た と い うと こ ろ に評

価 すべ き第二 の 点が あ る 。 それ も ， 網羅的

図式 に 陥 る こ とな しに
， 説得的な細部を い

くつ も提示 して み せ る と い う乎法 を と っ た

こ と も報告の す ぐれた点で ある 。

　前述 した よ うに ， 最終審査 に残 っ た 4報

告 は い ずれ も評価 すべ き点の 多い す ぐれ た

業績 で あ るが ， 言語学分野の 古賀氏 との兼

ね 合い で
， 審査委員会 は 4 報告の 内， 坂庭

氏の
「チ ュ ッ チ ェ フ

『デ ニ ー シ エ ヴ ァ
・シ

リーズ 』 に お け る合
一

の 変奏」 を奨励賞 の

対象 と して 選ん だ 。

　 日本に お け るチ ュ ッ チ ェ フ 研究 は これ ま

で それ な りの 成果 を挙 げて きて い るが ， 坂

庭氏 が 今 回論 じた
「
デ ニ ーシ エ ヴ ァ

・シ

リーズ」 は ，

一
つ の恋愛悲劇 を深 く心 理 的

に 洞察 し解明 した ， 哀切 な恋愛詩群 として ，

そ して もっ ぱ らチ ュ ッ チ ェ フ の個人史上 の

問題 と して 考察 され て きた よ うに 思 わ れ る 。

坂庭報告は シ ェ リン グ思想 とチ ュ ッ チ ェ フ

と の 生 涯 に わ た る 深 い つ なが り を軸に
，

「
デ ニ ー シ エ ヴ ァ

・シ リーズ 」 が チ ュ ッ

チ ェ フ の 前期 の 詩作 と後 期 の 作品 を結 ぶ

キ
ー ポイ ン トに あ る重要 な作品群で あ る こ

とを強調 して い る 。 トル ス トイを魅惑 した

自然 との 合
一

と い う前期の 思想が ， 主人公

と ヒ ロ イ ン の
「
魂 と魂 の 合

一
」 へ と発展 し ，

さらに は ヒ ロ イ ン を媒介 と した 人格神 ， キ

リス ト， ソ ロ ヴ ィ ヨ フ 的 ソフ ィ ア へ の 志向

す らも うか が え る とい う展望 が 示唆 され て

もい る 。 19世紀後 半に 顕 著 に な っ た キ リ

ス トや ソ フ ィ ア の イ メ ー ジ の 活 性化 と

チ ュ ッ チ ェ フ と の 接点が 示 さ れ た今回の 報

告は奨励 賞に値す る と考 え られ る 。
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